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JMTR施設

JMTRの二次冷却系統冷却塔(以下「冷却塔」という。)は、原子炉運転中に

おいて一次冷却系統から熱交換器を介して受けた熱を大気に放散するための

設備である。冷却塔は、 NO.1~NO.4 の 4基のセノレから構成され、昭和 43年

に建設された。現在の冷却塔は、平成10年から平成Ⅱ年にかけて、当時主

構造材の腐食、アンカーボルトの減肉・腐食が確認されたためセル塔体部、

ファンスタック部及びアンカーボルトの更新を行った後、平成20年には耐用

年数の長期化を図るためセル塔体部のトップデッキ及びファンスタック部材

を木製からF即製に更新したものである。事象発生時、二次冷却系統は停止

しており、冷却塔のスレート外壁の補修を目的として、令和元年9月5日~

令和元年9月13日の予定で補修作業を実施するため冷却塔の東側に仮設足

場を設置していた。仮設足場は、台風に備え防風ネットの取外し、固定強化

のための斜材取付け等の対策を施していた。

大洗研究所には気象観測塔及び気象観測露場があり、気象状況を常時観測

している。令和元年9月9日明) 4時頃から強い風が吹き始め、同日6時

50分から 7時10分までの問に、地上高 10m において最大瞬間風速 30.9m/S

の東風、地上高40mにおいて最大瞬間風速".5m/Sの東南東風が観測された。

また、降水量は同日の降り始めから8時までで59mmであった。なお、気象観

測塔及び気象観測露場は、冷却塔の東側約540mの位置にある。

令和元年9月9日明)7時40分頃、請負作業員3名が交替勤務の引継ぎ

前の安全確認のためNTR施設のパトロール中に、冷却塔の倒壊を確認した。

なお、同日6時頃に行ったタンクヤードの現場確認時には冷却塔が倒壊して

いないことを目視で確認していたことから、冷却塔の倒壊時刻は、6時頃か

ら7時40分頃までの間と推定される。冷却塔は、東側から西側に向けて倒壊

し、冷却塔に接続している4本の二次冷却系配管は、冷却塔と共に倒れて、

立ち上がり部で4本とも破損が生じていることが確認された。倒壊に伴う負

傷者の発生はなかった。倒壊した冷却塔の周辺について、放射線管理第2課

員による線量当量率測定を実施した結果、全てバックグラウンド値であり、

線量当量率に異常は認められなかった。また、ポンプ室(二次冷却系統・UCL

(utiHtycoolingLOOP)系統)地下部(B トレンチ内、非管理区域)にある

二次冷却系配管のフランジ部からの水の漏えいを確認した。その時点で漏え

い量は 30~40L程度で、漏えい率は約 150mL/分であった。漏えい水について

別紙

事象の状況



サンプリングを行い、放射線管理第2課員によるゲルマニウム半導体検出器

を用いて測定した結果、検出されたのは天然放射性核種のみであり、異常は

認められなかった。なお、二次冷却系統にはろ過水を使用し、防食剤を添加

して水質管理している。漏えいを停止させるため、二次冷却系配管の水抜き

を行い、水位を下げた。漏えいが停止するまでのフランジ部からの漏えい量

は80~90L程度であった。なお、事象発生時、ポンプ室(二次冷却系統・UCL

系統)に設置されている二次冷却系統の循環ポンプ4台及び補助ポンプ2台

は全て停止していた。また、ポンプ室(二次冷却系統・UCL系統)に設置され

ているUCL系統の循環ポンプ3台のうち1台及び揚水ポンプ3台のうち2台

によるUCL系統の運転を行っていた。事象発生後においてもこれらのポンプ

に異常はなく、冷却塔倒壊によるUCL系統の運転への影響はなかった。

一方、倒壊した冷却塔の部材の接触等により、隣接する排風機室のスレー

ト外壁(2 箇所)の破損が生じていることを確認した。排風機室(第 2 種管

理区域)の破損箇所にっいて放射線管理第2課員による線量当量率測定及び

表面密度測定を実施した。その結果、線量当量率は全てバックグラウンド値

であること及び表面密度測定結果は検出下限値未満であることから、異常は

認められなかった。なお、排風機室は、 NTRの排気設備のうち、排風機、排

気ダクト等の機器を収納している鋼管造スレート外壁、地上1階(一部地下

1階)の建家であり、事象発生時、通常排気設備4台のうち 2 台、照射実験

用排気設備2台のうち 1台及び非常用排気設備2台のうち 1台の排風機によ

る排気設備の運転を行っていた。事象発生後においても排風機室内の排風機、

排気ダクト等の機器に異常はなく、冷却塔倒壊による排気設備の運転への影

響はなかった。

誤作動、電気事故等の防止のため、冷却塔入口弁、冷却塔ファン、循環ポ

ンプ、補助ポンプ、循環ポンプ出口弁及び補助ポンプ出口弁の電源「断」を

確認するとともに、二次冷却系統の隔籬の観点から熱交バイパス弁の「閉」

確認及び熱交入口弁・熱交出口弁の「閉」操作を実施した。また、安全確保

のため、倒壊した冷却塔周辺に立入禁止措置を講じた。破損が確認された配

管については、外部からの異物混入防止のため、耐水シート、士嚢等を用い

て養生を行った。漏えいが確認された二次冷却系配管フランジ部について、

漏えいを停止させるため二次冷却系統に設けられたドレン弁からの水抜きを

行った。漏えい水及びドレン弁からの水抜きによる排水については、B トレ

ンチ内の排水ピットを介して一般排水ラインにより PH 値が管理値内である

ことを監視しながら一般排水を行った。

排風機室のスレート外壁(2 箇所)の破損については、溶融亜鉛メッキ鋼

板、シリコンコーキング及びアルミテープで応急措置を実施した。

事象発生時、二次冷却系統は停止しており、今後も運転することなく、廃

止措置において解体・撤去を行う予定であった。そのため、本事象により二

次冷却系統が故障したことに関し、原子炉の安全への影響はない。また、

次冷却系統以外の系統及び設備の機能への影響も生じていない。なお、倒壊

した冷却塔による二次災害防止の観点から、3時間に 1回パトロールを実施

し、周辺の状況を確認している。今後、二次災害を防止する観点で倒壊した

冷却塔のがれき等を安全な状態にするため撤去する。

JMTRは、平成 18年8月の原子炉運転停止以降は、炉心に燃料は装荷され

ておらず、原子炉の運転を行っていない。平成29年4月の日本原子力研究開



発機構の施設中長期計画において廃止することを決定したので、今後も運転

を行う予定はなく、現在は廃止措置の準備を進めている(令和元年9月18日

に原子力規制委員会に廃止措置計画認可申請済)。そのため、二次冷却系統は

事象発生時、停止しており、今後も炉心の冷却のために運転することなく、

廃止措置において解体・撤去を行う予定である。したがって、本事象発生に

より二次冷却系統が故障したが、原子炉の安全への影響はない状況である。

しかしながら、事象発生時は廃止措置計画認可申請前であり、原子炉施設

保安規定に二次冷却系統に係る施設定期自主検査を定め、実施している(直

近では、平成30年9月に実施し、施設定期自主検査の中で二次冷却系統の保

守運転を行っている。)。したがって、二次冷却系統の故障により、原子炉を

運転する場合に必要な炉心の冷却の機能が維持されない状況となったことか

ら、試験研究の用に供する原子炉等の設置、運転等に関する規則第16条のH

第3号に定める原子炉施設の故障に該当するものとして、13時30分、本事

象を核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第62 条の 3 に

基づく法令報告事象と判断し、原子力規制庁に報告した。

冷却塔の倒壊は、直接的には台風15号による強風の影響と考えられるが、

原因究明のため、冷却塔の設計・施工、保守管理の記録、気象観測データ、

構造部材の破損状態等について現場調査を進めている。

現場調査については、倒壊の方向、構造体の損傷位置等の全体状況を把握

し、倒壊の過程を推定する。また、構造部材(柱、筋違、接合部等)のより

詳細な損傷状態及び劣化状態を調査するとともに、構造解析等による評価を

行い、倒壊した原因について究明していく。

(別添参照)

台風15号による強風の影響と考えられるが、詳細な原因については調査中。事象の原因

安全装置の種類

及び動作状況

放射能の影響

被害者

他に及ぼした障害

復旧の日時

再発防止対策

なし

なし

なし

今後廃止措置を行う施設であるため対応を検討中。

原因を調査し、その結果を踏まえて必要な対策を講じる。
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件名

JMTR(材料試験炉)二次冷却系統の冷却塔倒壊について

2 事象発生の日時

確認日時:令和元年9月9日

法令報告事象と判断した日時

1灣武鷲■
事象発生の場所

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所(北地区)

JMTR (材料試験炉)二次冷却系統冷却塔【非管理区域】

明) 7時40分頃

令和元年9月9日

4.状況

①事象発生時の状況

JMTR(添付資料1参照)の二次冷却系統冷却塔(以下「冷却塔」という。)は、原子炉運

転中において一次冷却系統から熱交換器を介して受けた熱を大気に放散するための設備

である(図 1~図4参照)。冷却塔は、 NO.1~NO.4 の4基のセルから構成され、昭和43年

(1968年)に建設された。現在の冷却塔は、平成 10年(1998年)から平成 H 年(1999

年)にかけて、当時主構造材の腐食、アンカーボルトの減肉・腐食が確認されたためセル

塔体部、ファンスタック部及びアンカーボルトの更新を行った後、平成20年(2008年)

には耐用年数の長期化を図るためセル塔体部のトップデッキ及びファンスタック部材を

木製からFRP製に更新したものである。事象発生時、二次冷却系統は停止しており、冷却

塔のスレート外壁の補修を目的として、令和元年(2019年)9月5日~令和元年(2019年)

9月13日の予定で補修作業を実施するため冷却塔の東側に仮設足場を設置していた。仮

設足場は、台風に備え防風ネットの取外し、固定強化のための斜材取付け等の対策を施し

ていた。

大洗研究所には気象観測塔及び気象観測露場があり、気象状況を常時観測している。事

象発生当時の地上高 10m、40m、80mのそれぞれの位置における風向、風速(10分平均値)、

最大瞬間風速を図5及び表1に示す。

令和元年(2019年) 9月9日(月) 4時頃から強い風が吹き始め、同日 6時50分から 7

時10分までの間に、地上高 10m において最大瞬間風速30.9m/S の東風、地上高40m にお

いて最大瞬間風速44.5m心の東南東風が観測された。また、降水量は同日の降り始めから

8時までで59血であった。

NTR二次冷却系統冷却塔の倒壊

明) 13時30分



なお、気象観測塔及び気象観測露場は、冷却塔の東但味勺540mの位置にある(図1参照)。

(2)事象の状況

令和元年(2019年) 9月9日明) 7時40分頃、請負作業員 3名が交替勤務の引継ぎ

前の安全確認のためJMTR施設のパトロール中に、冷却塔の倒壊を確認した(図6参照)。

なお、同日 6時頃に行ったタンクヤードの現場確認時には冷却塔が倒壊していないこと

を目視で確認していたことから、冷却塔の倒壊時刻は、6時頃から7時40分頃までの間

と推定される。冷却塔は、東側から西側に向けて倒壊し、冷却塔に接続している4本の二

次冷却系配管は、冷却塔と共に倒れて、立ち上がり部で 4 本とも破損が生じていること

が確認された(図7参照)。倒壊に伴う負傷者の発生はなかった。倒壊した冷却塔の周辺

について、放射線管理第 2 課員による線量当量率測定を実施した結果、全てバックグラ

ウンド値であり、線量当量率に異常は認められなかった(図8参照)。また、ポンプ室(ニ

次冷却系統・UCL (utility cooling LOOP)系統)地下部(B トレンチ内、非管理区域)

にある二次冷却系配管のフランジ部からの水の漏えいを確認した(図9参照)。その時点

で漏えい量は30~40L程度で、漏えい率は約 150mV分であった。漏えい水についてサン

プリングを行い、放射線管理第 2 課員によるゲルマニウム半導体検出器を用いて測定し

た結果、検出されたのは天然放射性核種のみであり、異常は認められなかった(図10参

照)。なお、二次冷却系統にはろ過水を使用し、防食剤を添加して水質管理している。漏

えいを停止させるため、6.に示すとおり二次冷却系配管の水抜きを行い、水位を下げた。

漏えいが停止するまでのフランジ部からの漏えい量は 80~90L 程度であった。なお、事

象発生時、ポンプ室(二次冷却系統・UCL系統)に設置されている二次冷却系統の循環ポ

ンプ4台及び補助ポンプ2台は全て停止していた。また、ポンプ室(二次冷却系統・UCL

系統)に設置されているUCL系統の循環ポンプ3 台のうち 1台及び揚水ポンプ3台のう

ち 2 台による UCL 系統の運転を行っていた。事象発生後においてもとれらのポンプに異

常はなく、冷却塔倒壊によるUCL系統の運転への影響はなかった。

一方、倒壊した冷却塔の部材の接触等により、隣接する排風機室のスレート外壁(2箇

所)の破損が生じていることを確認した(図 H参照)。排風機室(第2種管理区域)の破

損箇所について放射線管理第2課員による線量当量率測定及び表面密度測定を実施した。

その結果、線量当量率は全てバックグラウンド値であること及び表面密度測定結果は検

出下限値未満であることから、異常は認められなかった(図 12 及び図 13 参照)。なお、

排風機室は、刑TR の排気設備のうち、排風機、排気ダクト等の機器を収納している鋼管

造スレート外壁、地上1階(一部地下1階)の建家であり、事象発生時、通常排気設備4

台のうち2台、照射実験用排気設備2台のうち 1台及び非常用排気設備2台のうち 1台

の排風機による排気設備の運転を行っていた。事象発生後においても排風機室内の排風

機、排気ダクト等の機器に異常はなく、冷却塔倒壊による排気設備の運転への影響はなか

つた。

時系列を表2に示す。



③法令報告に係る通報の状況

JMTRは、平成18年(2006年)8月の原子炉運転停止以降は、炉心に燃料は装荷されて

おらず、原子炉の運転を行っていない。平成29年(2017年) 4月の日本原子力研究開発

機構の施設中長期計画において廃止することを決定したので、今後も運転を行う予定は

なく、現在は廃止措置の準備を進めている(令和元年(2019年) 9月18日に原子力規制、

委員会に廃止措置計画認可申請済)。そのため、二次冷却系統は事象発生時、停止してお

り、今後も炉心の冷却のために運転することなく、廃止措置において解体・撤去を行う予

定である。したがって、本事象発生により二次冷却系統が故障したが、原子炉の安全への

影響はない状況である。

しかしながら、事象発生時は廃止措置計画認可申請前であり、原子炉施設保安規定に二

次冷却系統に係る施設定期自主検査を定め、実施している(直近では、平成30年(2018

年)9月に実施し、施設定期自主検査の中で二次冷却系統の保守運転を行っている。)。し

たがって、二次冷却系統の故障により、原子炉を運転する場合に必要な炉心の冷却の機能

が維持されない状況となったことから、試験研究の用に供する原子炉等の設置、運転等に

関する規則第16条の 14第3号に定める原子炉施設の故障に該当するものとして、13時

30分、本事象を核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第62条の3に基

づく法令報告事象と判断し、原子力規制庁に報告した。

6.今回の事象に対する対応措置

誤作動、電気事故等の防止のため、冷却塔入口弁、冷却塔ファン、循環ポンプ、補助ポ

ンプ、循環ポンプ出口弁及び補助ポンプ出口弁の電源「断」を確認するとともに、二次冷

却系統の隔籬の観点から熱交バイパス弁の「閉」確認及び熱交入口弁・熱交出口弁の「閉」

操作を実施した。また、安全確保のため、倒壊した冷却塔周辺に立入禁止措置を講じた

(図15参照)。破損が確認された配管については、外部からの異物混入防止のため、耐水

シート、士嚢等を用いて養生を行った(図 16参照)。漏えいが確認された二次冷却系配管

フランジ部について、漏えいを停止させるため二次冷却系統に設けられたドレン弁から

5.環境への影響

冷却塔倒壊確認(9月9日明)7時卯分頃)前後の時間帯の大洗研究所周辺監視区

域境界付近のモニタリングポストの指示値は、降雨の影響で天然放射性核種に起因する

空間線量率(γ線)の上昇がみられるものの平常の変動幅の範囲にあった。また、冷却

塔近接及び風下のモニタリングポスト(P-2、P-3、P-16)の指示値は、他のモニタリング

ポストと同じ傾向にあった。したがって、施設に起因する空間線量率の上昇は認められ

ず、環境への影響はなかった。図 14 にモニタリングポストの指示値のトレンドを示す。

モニタリングポストによる空間線量率測定は現在も継続しており、異常のないことを

確認している。



の水抜きを行った。漏えい水及びドレン弁からの水抜きによる排水については、Bトレン

チ内の排水ピットを介して一般排水ラインによりPH値が管理値内であることを監視しな

がら一般排水を行った。

排風機室のスレート外壁(2箇所)の破損については、溶融亜鉛メッキ鋼板、シリコン

コーキング及びアルミテープで応急措置を実施した(図H参照)。

事象発生時、二次冷却系統は停止しており、今後も運転することなく、廃止措置におい

て解体・撤去を行う予定であった。そのため、本事象により二次冷却系統が故障したこと

に関し、原子炉の安全への影響はない。また、二次冷却系統以外の系統及び設備の機能へ

の影響も生じていない。なお、倒壊した冷却塔による二次災害防止の観点から、3時間に

1回パトローノレを実施し、周辺の状況を確認している。

フ.原因調査の状況

冷却塔の倒壊は、直接的には台風15号による強風の影響と考えられるが、原因究明の

ため、冷却塔の設計・施工、保守管理(添付資料 2、3)の記録、気象観測データ、構造

部材の破損状態等について現場調査を進めている。

現場調査については、倒壊の方向、構造体の損傷位置等の全体状況を把握し、倒壊の過

程を推定する。また、構造部材(柱、筋違、接合部等)のより詳細な損傷状態及び劣化状

態を調査するとともに、構造解析等による評価を行い、倒壊した原因について究明してい

く。

8.今後の対応

今後、二次災害を防止する観点で倒壊した冷却塔のがれき等を安全な状態にするため

撤去するとともに、原因の調査結果を踏まえて必要な対策を講じる。
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風速(10分平均値)
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排風機室

〆
図6

写真@

二次冷却系統冷却塔

図6

▲一写真⑤

曳＼
図6

写真①,②,③

ポンプ室

(二次冷却系統

・UCL系統)

図6 二次冷却系統冷却塔の倒壊前と倒壊後の状況(ν4)
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写真①倒壊前(平成30年2月16日撮影)
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図6 二次冷却系統冷却塔の倒壊前と倒壊後の状況(2/リ

写真②倒壊後(令和元年9月9日撮影)
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図6 二次冷却系統冷却塔の倒壊前と倒壊後の状況(3/4)

写真④倒壊後西側(令和元年9月12日撮影)
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写真⑤倒壊後北側(令和元年9月12日撮影)

図6 二次冷却系統冷却塔の倒壊前と倒壊後の状況(44)

写真⑥倒壊後南側(令和元年9月12日撮影)



排風機室
二次冷却系統冷却塔

^図7

写真①

図7

写吉②
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ポンプ室

(二次冷却系統

・ UCL 系統)

図7 破損した二次冷却系配管(ν2)
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カメラ撮影方向

二炊冷却系配管

写真①(令和元年9月9日撮影)

破損した状況(拡大)

図7 破損した二次冷却系配管(2々)

写真②(令和元年9月9日撮影)
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排風機室
二次冷却系統冷却塔

図9

写.ミ、0,@

B ボンプ室

1(二次冷却系統

・ UCL 系統)

図9 二次冷却系配管フランジ部からの漏えい(V2)
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チ



写真①二次冷却系配管止水前

(令和元年9月9日撮影)

0 /0 / 019

写真②二次冷却系配管止水後

(令和元年9月9日撮影)

二次冷却系配管フランジ部からの漏えい(2々)図9
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2019年09月
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校正日

校正日

測定日

3000. o sec
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0

(0.0183)

0

2019年05月29日
2019年05月29日

2019年05月31日

仭日Ⅱ時07分00秒
09日 11時07分00秒

500

(249.95)

1000

(499.89)

分析日 2019年06月04日

25001500 2000

(749.83)(99978)(1249.フ)

Channel(Ene四y (kev))

図10

個人情報保護の観点から■の箇所は非開示とする。

二次冷却系統サンプリング水測定記録
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排風機室
二次冷却系統冷却塔

図 11

写真①,②,③,④

ーーー→ニニ、 N

ボンプ室

(二次冷却系統

・ UCL 系統)

図Ⅱ排風機室の破損箇所及び措置対応(ν2)
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破損箇所①

縦:約 750皿

横:約 530皿

破損箇所②

縦:約 300皿

横:約880皿

写真①補修前(令和元年9見 9日撮影)

.

排風機室

. 劉

入
てし、

竜撃ヰ

圃●壁曇
置゛幣

倒壊した冷却塔

写真②補修後(令和元年9月9日撮影)

写真③補修後①(令和元年9月9日撮影)

.

図Ⅱ排風機室の破損箇所及び措置対応(2々)

写真④補修後②(令和元年9月9日撮影)
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図12 線量当量率測定記録

※ 放射線障害予防規程に基づく管理区域を示す。

個人情報保護の観点から冒の筒所は非開示とする。
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設名 MTR(排

探取始弼時令和元部9月9日
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測定者

種測定

測定器種

委号〔裂謝

定法

軍〔BQ/.ユ)

駄料

表面密度 1定記録

β(Y)
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試測定時間 (a辻)

合一然薮卑仏lh・ミ)

検出下隈敷鄭イ血如'1)
検出下霞面密 佃q/m')
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点【C0如稔)'(田in、'}{a"{)
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< 12,1
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(BQ/閲1)
く 6.9E→地

( 6.9E→地
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< 69Eイ2
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く 6.9Eイ2

乎ーム1Jーダー

聞.1

0.25

0' 1

2伽

10

1.0

22.4

IZ I

&9E田2

'

戸

表面密度

( cmユ)

ベイメータによる直按裁においても汚染なし(測定器:$B・337D棄:サ

考

図13 表面密度測定記録(ν2)

臼本原子力研究開発

個人情報保護の観点から■の箇所は非開示とする。
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※:放射線障害予防規程に基づく管理区域を示す。

表面密度測定記録(2々)
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図 15

写吉②

排風機室
二次冷却系統冷却塔

図 15

写盲 1

ボンプ室

(二次冷却系統

・ UCL 系統)

図15 立入禁止措置の状況(ν2)
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ム、
ず

写真①冷却塔東側(令和元年9月9日撮影)

写真②冷却塔西側(令和元年9月9日撮影)

図 15 立入禁止措置の状況(2/2)

■1..0
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排風機室
二次冷却系統冷却塔

ノ'

写真⑦,⑧
図 16図 16

写真③,④写真⑤,⑥

図 16

r-ーーー

ボンプ室

(二次冷却系統

・ UCL 系統)

図16 二次冷却系配管の破損箇所の養生(V5)
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写真①二次冷却系配管(NO.1セル倶D 養生前(令和元年9月Ⅱ日撮影)

写真②二次冷却系配管(NO.1セル倶D

図16 二次冷却系配管の破損箇所の養生(2/5)

養生後(令和元年9月Ⅱ日撮影)
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つ、
^
、風

血

^
1、

^

宅

、、0?、

写真③二次冷却系配管(N02セル倶D

^
罵

＼
^

雫L

^

^

^

1、
^

^

、勺、

養生前(令和元年9月Ⅱ日撮影)

写真④二次冷却系配管(N02セル倶D

図16 二次冷却系配管の破損箇所の養生(3/5)

養生後(令和元年9月Ⅱ日撮影)
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/

写真⑤二次冷却系配管(N03セル倶D

、
、

'^"'

、¥21

養生前(令和元年9月Ⅱ日撮影)

写真⑥二次冷却系配管(NO.3セル倶D

図16 二次冷却系配管の破損箇所の養生(45)

養生後(令和元年9月Ⅱ日撮影)

33

/
多



所
,
^
^
司

^
^

'わ.:g ,

写真⑦二次冷却系配管(NO.4セル倶D 養生前(令和兀年9月Ⅱ日撮影)

^

写真⑧二次冷却系配管(NO.4セル倶D

図16 二次冷却系配管の破損箇所の養生(5/5)

養生後(令和元年9月Ⅱ日撮影)
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日付

令和元年

9月9日

時間

6:00 頃

フ:40 頃

内容

請負作業員 2 名が、タンクヤードの現場確認時には冷却塔が

倒壊していないことを確認した。

請負作業員3名が、冷却塔の倒壊及び配管の破損並びに隣接

する排風機室のスレート外壁(2箇所)の破損を確認したた

め、原子炉課長へ連絡。原子炉課長現場確認。

原子炉課長から次長へ連絡。次長現場確認。

部内に一斉放送にて冷却塔の倒壊及び現場への立入禁止を周

知(1 回助。

請負作業員と原子炉課員が、誤作動、電気事故等の防止のた

め、二次冷却塔入口弁、冷却塔ファン、循環ポンプ、補助ポン

プ、循環ポンプ出口弁、補助ポンプ出口弁の電源「断」確認。

次長から部長へ連絡。

部長現場確認。

部長から環境技術開発センター長へ連絡。

部長から所長へ連絡。

部長から保安管理部長へ連絡。

所内緊急電話9901に連絡。

部内に一斉放送にて冷却塔の倒壊及び現場への立入禁止を再

周知(2 回目)。

大洗研究所に現地対策本部を設置。材料試験炉部に現場指揮

所を設置。

FAX(第1報)発信。→9:37 原子力規制庁事故対処室nx(第

1報)着信確認。

放射線管理第 2 課員が、排風機室内の線量当量率及び汚染確

認のため、線量当量率測定及び表面密度測定を開始。→10:38

排風機室内の測定結果の報告(異常なし)。

原子炉課員と請負作業員が、二次冷却系統内の隔離のため、熱

交バイパス弁「閉」確認及び熱交入口弁(3台)並びに熱交出

口弁(3台)「閉」操作の作業開始。

放射線管理第 2 課員が、冷却塔倒壊付近の線量当量率確認の

ため、線量当量率の測定を開始。→10:38 冷却塔倒壊付近の

測定結果の報告(異常なし) 0

原子炉課員と請負作業員が、熱交入口弁(3台)及び熱交出口

弁(3台)の全閉確認。

原子力規制庁保安検査官が現場確認。

FAX (第 2 報)発信。→11:12 原子力規制庁事故対処室FAX

(第2報)着信確認

表2時系列

13

38

9 15

9 19

9 38

10 00

10 10

10

8
8

8
8
8
8
8
8
9

即
関

8
0
4
5
7
2
5

3
 
4
 
4
 
4
 
4
 
5
 
0

W
W

0
4

3
4



日付 時間

10:49

Ⅱ

内容

原子炉課員が二次冷却系統の確認中に、配管フランジ部から

の水の漏えいを確認(30~40L程度、約 150mL/分)。

原子炉課員により、1箇所目(出入口側破損箇所)の排風機室

破損箇所の補修作業が完了。

原子炉課員が配管フランジ部からの漏えい水をサンプリング

し、汚染確認のため、測定を放射線管理第2課員に依頼した。

放射線管理第 2 課員が配管フランジ部からの漏えい水の汚染

確認のため、ゲルマニウム半導体検出器を用いた測定を開始。

→13:01 漏えい水の測定結果の報告(異常なし)。

原子炉課員により、2箇所目の排風機室破損箇所の補修作業が

元了。

本事象は法令報告事象と判断。

F腿(第3報:最終報)発信。→15:06 原子力規制庁事故対

処室(第3報:最終報)着信確認。

原子炉課員が、配管フランジ部からの漏えい水を停止させる

ため、二次冷却系配管の水抜き作業を開始。

原子炉課員が、安全確保のため、冷却塔の立入禁止用口ーピン

グの作業開始。

原子炉課員による安全確保のための、冷却塔の立入禁止用口

ーピングの作業終了。

原子炉課員による、二次冷却系配管の水抜き作業終了。

現地対策本部、現場指揮所解散。
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材料試験炉(Japan Materials Testing

R舶ot0ヒ JMTR)は、発電用原子炉などで使用

する燃料や材料を中性子で照射し、それらの

耐久性や適正を実際に試験する、いわば「原

子炉をつくるための原子炉」として建設され、

昭和 43年3月に初めて臨界に達し、昭和45

年1月に定格出力50MW に到達しましナニ。その

後、改修工事を行うため、平成 18年8月1日

に運転を一時停止するまでの約38年間、安全

かつ安定に運転を継続してきましナこ。

JMTR は、短時間で照射試験を行うことがで

きるように、発電用原子炉よりも多くの中性子

を発生する設計となっています。この中性子を

利用して、軽水炉、新型転換炉、吉速増殖炉、

高温ガス炉などの動力炉の開発のための各

種燃料、材料照射試験を行い、多くの成果を

挙げてきました。また、核融合炉開発のための

材料開発試験、ラジオアイソトープの製造、新

材料開発や基礎工学研究、放射化分析など、

幅広い利用も行われてきました。

材料試験炉(JMTR)の概要

★初臨界

★定格出力至11達一・ー・ーー昭和 45年1月12日

原子炉熱出力・ -50MW(5 万キロワット)

軽水/金属べ小jウム●冷却材/反射材

●原子炉入口/出口冷却材温度一・最高49゜C/56゜C

●一次冷却材流量/圧力ーー・6,ooom3/h / 1.5Mpa

炉心成燃料体数一ーーー29体(フォロワ燃料体含む)

●炉心有効高さ/直径 ー・75Cm/156Cm

材料試験一(JMTR)の仕様

添付資料1

・一昭和 43年3月30日

JMTR 鳥瞰図

0

原子炉圧力容器

●高速中性子束

●熱中性子束

●出力密度

●燃料一ーーウラン・シリコン・アルミニウム分散型合金(U。si广AD

・約 20M%●ウラン235濃縮度

冷却水入口

冷却水出口

●燃料体形式

●原子炉圧力容器一ーーーーステンレス鋼(SUS304L)

●主な照射設備・・・ーーーーーキャフ゜セル照射設備(約 60 箇

所)、カラウト、照射設備(1 箇所)、水力照射設備(1 箇所)

り

大 4× 10W/(m'・S)

大 4 × 10帽/(m.・S)

425MW/m3

水ポンプ室

水系貯槽

00

板状

jJコ1L、

原子炉圧力容器鳥瞰図

ホットラボ

冊射キャフ゜セル等外観

原子炉家

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所

40

1^

,.ー

官

子炉制御室

》

地下3階主循環系機器室

畍
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一
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原子炉施設保安規定第 5編第 36条第 1項第 4号関係別表第 21

NTR原子炉施設

施設定期自主検査記録

添付資料2

特定施設

二次冷却系統

冷却塔

外観検査
(抜粋)

材料試験炉部原子炉課



添付4

検査対象

検査項目

冷却塔

施設定期自主検査記録

検査年月口平成 3D年9月6

原子力機構

検査責任者

原子力機構

検査実施者
検査場所

外観検査

1.記

二次冷却系統冷却塔

録

冷却塔

詳細については、添付 2「外観検査記録」参照のこと 0

2.判定基準

冷却塔ファン、電動機及び冷却塔全体に、有害な傷、損傷のないこ

と。

検査対象

3 判定

A ,,
口☆

日

備

結果

考

個人情報保護の観点から■の箇所は非開示とする。

良



1.検査対象

冷却塔

2.検査前条件確認

確認内容NO

1 冷却塔の外観検査が行える状態にあるとと。

3.検査手順確認

確認内容NO

1 検査前条件を満足していることを確認する。

NO,1 冷却塔ファン及び電動機について、有害な傷、損傷
2

のないことを目視により確認する。

NO.2 冷却塔ファン及び電動機について、有害な傷、損傷
3

のないことを目視により確認する。

NO.3 冷却塔ファン及び電勵機について、有害な傷、損傷
4

のないことを目視により確認する。

NO.4 冷却塔ファン及び電勵機について、有害な傷、損傷
5

のないことを目視により確認する。

冷却塔全体について、有害な傷、損傷のないととを目視
6

により確認する。

検査前条件

確認日

査実施者

・検査手順確認シート

平成jD 年 P 月6 0

V

確認

個人情報保護の観点から■の箇所は非開示とする。

確認

ソ
 
V
 
ゾ
>
ゾ
>



冷却塔

外観検査記録

検査実施小平成 80年又月'

検査実施者

確認箇所

NO.1冷却塔ファン及び電動機

NO.2 冷却塔ファン及び電動機

NO.3 冷却塔ファン及ぴ電動機

NO.4 冷却塔ファン及び電動機

冷却塔全体

有害な傷、損傷の有無 結果

'U■
■ 1,

'、、、

個人情報保護の観点から■の箇所は非開示とする。

良
良
良
一
一
五

無
無
無
無

-
P



様式変更日:2019年4月

》0円年 q 月 g 偏,'・(月)

点者

/3.片点検開力部該」

:go点終了E該1

記入についての注意

巡視点検の結果、異常峡状)があった場合は、確認欄に*印を付け、記事欄に状態を記入する。異常俣

状)がない場合については、確認欄にレ印を記入する。気づき即頁のあった場合は、記事欄に状態を記入する。

なお、異常峡状)'とは、目視磁覚、視覚及て漠覚含むD 畔1断できるものをいう。

確認、事項 確認、

水位く490omm
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1.プロセス削胸信+算機(HIS画面):機識蜘室
気が力由事象点検刻象NO

注1 漏えい・溢水1 第3排水系R刊曹(D

2 第3ぢ咏系a捕(Ⅱ)廃樹脂貝瓶注. 漏えい・溢水

3 第3ぢ財く系R宗漕(Ⅱ)・ぢ財くR耕曹注. 漏えい・裳詠

漏えし＼4 ホット1鱒戒室DPタンクNO.1

漏えしX5・ホット1幾械室DPタ.ンクNO.2

注1月の初めに、前月の1か月のトレンドグラフを作成し、点検表に淵寸する。

2.純水系統

気がかり事象点検対象NO

漏電・発煙・火災1 照明設備 C天井灯)

漏えし、
2 亜而1激ソーダ注入装置(タンク)

礎員

漏電・発煙・火災殉詠製苛設備圃亰盤

痢咏^置封卜水処理盤漏電・ぢ糎・火災

漏電・劉亜・火災雷游含鱗頁3

豹詠裾合系綣見場儒戦盤
機器異常、

プロセス異常

漏電・発煙・火災

、

更
^

課長

■■

担当

ル/

ゾ

総括

責任者

SGX2型御胴盤
2ム

確謬が事項

異音、異臭、発煙なし

漏水なし

有害な損傷、裴ヲ〒つ、錆ナ

異音、異臭、兜亜なし

電瀞、「ON」確認

異音、異臭、発煙なし

電游、「ON」る寉認、

異音、異臭、発煙なし

雷源「ON」確認

警報表,示なし

機器異常なし

異音、異臭、劉亜なし

電游、「ON」る寉認

個人情報保護の観点から盟の箇所は非開示とする。

45

水位く1.10m

之 In

水位く1.10m

0、qg m

当
長

担
班



気がかり事象

漏えし、

気が力由事象

漏電・ぢを煙・火災

漏えし、

碇負

漏電・ぢを煙・火災

碇員

^・発煙・'火災

碇員

漏電・発唖・火災

碇負

漏水なし

有害な損傷、窈fつ、錆なし

有害な損傷なし

確認、事項

V

確認亭項

異音、異臭、発煙なし

漏えいなし

有害な損傷、究r久錆なし

異音、異臭、劉亜なし

有害な損傷、焚ヲ〒つ、錆なし

異音、異臭、発煙なし

有害な損傷、錆な・し

異音、異臭、'発煙なし

有害な損傷、変矛久'錆なし

NFB 「ρN」確認、

異音、異臭、発煙なし

有害な損傷、肉Fづ、錆なし

異音、異臭、劉亜なし

有害な損傷、陶〒つ、錆なし
規定量確認

有害な損傷、肉rづ、錆なし

規定量確認、

有害な損傷なし

確認、

漏電、劉亜・火災

y

碇員

漏電・劉亜・火災

碇員

源;えし、

碇員

漏えし、

破損

V

確認、

V

※3

漏えし、
漏電・.発厘・火災
漏電・発唖・火災

漏電・発煙・火災

る劇員
漏えV、

漏えし、

V

Y

気がかり事象
漏電・発厘'・火災
漏電・発煙・火災

V

V

漏電・発煙・火災

漏えV、

漏えし、

ゾ

確認事項
異音、異臭、劉亜なじ
異音、異臭、発煙なし
有害な損傷、陶rづ、錆なし
異音、異臭、発煙なし
有害な損傷、窈rづ、錆なし
規定量確認
漏えいなし

有害な損傷、変升つ、錆なし
有害な損傷、'変升つ、錆なし
漏えいなし
有害な損傷、.変乎づ、錆なし
漏えいなし
有害な損傷、'陶〒久錆なし
漏えいなし
異音、異臭、発煙なし
異音、異臭、発煙なし
NFB 「oN」確認、
異音、異臭、発煙なし
有害な損傷、.獅f久・錆なし
漏水なし
水位確認、

V

V

漏えし・、
員

漏えV、

し
V

V
 
V
 
V

V
勺

噸
噸

V
V
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V
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」次冷却系統注'
制卸設備注'

5
ノ、

注5 当該項目の点検は、休日等に
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